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美術教育講座・秋⼭敏⾏ 
       
⒈ 授業の基本情報 

2022 年度後学期開講の教科及び教科の指
導法に関する科⽬「美術科教育法 4」を取り
上げる。これは主に 3 回⽣を対象としたもの
で、中学校教諭⼀種免許状（美術）および⾼
等学校教諭⼀種免許状（美術）の取得に係る、
いわばまとめとして位置付けられているもの
である。なお登録学⽣は学校教育教員養成課
程中等美術コースの学⽣ 4 名である。 
⑴授業の⽬的 

本授業は「主として教育実習やこれまで受
講してきた美術科教育法での学びをもとに、 
中学校等に係る美術科教育の課題を⾒いだし、 
論考としてまとめることでその解決を図ろう 
とするとともに、その成果を分かりやすく再
編しポスター発表すること」を⽬的とするも
のである。 
⑵到達⽬標 

上記⑴を受けて以下の到達⽬標を設定した。 
1）教材研究の意義や⽅法をはじめ授業の

⽴案・実践・評価をする。 
2）これまでの学習を振り返り美術科教育

の課題を抽出し説明する。 
3）課題解決のための⽅策を⾒いだし、多⾓

的で論理的な思考により論考としてまと
め、発表する。 

⑶主な取組の⼯夫 
上記⑵達成のために、「教育課題の抽出・明

確化」「課題解決の⽅策の設定」「具体的な課
題探求」「教育論⽂の作成」「ポスター作成」
について段階的に達成できるような授業構成
とした。 

①ガイダンス 
②教育課題の抽出・明確化 
③④課題解決の⽅策の設定 
⑤〜⑦課題探求・解決（教材・⽂献研究等） 
⑧〜⑫模擬授業と省察（検討会） 
⑬〜⑮ほか時間外にて教育論⽂の作成、ポ

スター作成 
⑯まとめ 
例えば②〜④では、主として教育実習での

実践（提案・観察等）にもとづき、⾃⾝の疑
問や課題を抽出し、その解決に相応しい⽅策 
（教材研究か、模擬授業か、プレゼン・ワー
クショップか、観察か、⽂献研究か、それら
の複合形態か…等）を設定する。この上で、
⑤〜⑦では各⾃で設定した⽅策により課題探
求・解決に取り組み、⑧〜⑫では必要に応じ
て模擬授業またはプレゼン・ワークショップ
等を実施するなどし、⑬〜⑮ではそれらの省
察等をふまえて論⽂およびポスターという形
式において論考のまとめとすることに取り組
んだ。 

このような段階的な取組を経ることで、つ
まり教育課題（問い）→⽂献等による調査・
考察→模擬授業としての再提案ないし観察等
による実証など→省察をふまえた論考・論述
→教育論⽂としてのまとめ、およびポスター
としてのまとめ・発表、などというように、
授業者は各⾃の教育課題（問い）を深めるこ
とができたものと考えている。 

 
⒉  授業評価・授業研究の内容  

上記⒈⑶に⽰したような段階を踏んで理解
を深めることを企図したことを鑑み、学⽣に
よる授業評価に係る質問は、選択式と改善点
に関する⾃由記述式とした。なお、解答率は
4/4 ⼈であった。以下に、質問項⽬と併せて
その結果を報告する。その際、紙⾯の都合上
で⾃由記述の回答は摘要とした。 
⑴尺度型  

問①「教育課題の抽出・明確化への意欲的 
な取組」に関するもので「⼗分あてはまる」
（以下、⼗分）が 3 名、「かなりあてはまる」
（以下、かなり）が 1 名、問②は「課題解決
（教材・⽂献研究等）への意欲的な取組と考
えの深化」に関するもので「⼗分」が 3 名、
「かなり」が 1 名、問③は「学習指導案の作
成および再授業提案の企画・準備への意欲的
な取組」に関するもので「⼗分」が 3 名、「か
なり」が 1 名、問④は「再授業提案の実践・
省察への意欲的な取組」に関するもので「⼗



分」が 3 名、「かなり」が 1 名、問⑤は「教育
論⽂の作成への意欲的な取組」に関するもの
で「⼗分／かなり」が 2 名ずつ、問⑥は「ポ
スター制作への意欲的な取組」に関するもの
で「⼗分」が 3 名、「かなり」が 1 名、問⑦は
「ポスター発表に係る意欲的な取組」に関す
るもので「⼗分／かなり」が 2 名ずつ、問⑧
は「予習・復習への意欲的な取組」に関する
もので「⼗分」が 3 名、「あまりあてはまらな
い」が 1 名、問⑨は「教員の話し⽅や配布資
料等」に関するもので「⼗分」が 3 名、「かな
り」が 1 名であった。 
⑵⾃由記述型  

問⑩今後も継続すべき点（筆者によるコメ
ント概要まとめ） 

・論⽂やポスター制作を通した思考⼒・表
現⼒・発信⼒の深化 

問⑪授業内容に関して改善すべき点  
・ポスターのフォーマット  
問⑫その他（意⾒・要望等） 
・⽂章化することで論理的に考える⼒を育
むことができた 

 
⒊  省察とまとめ 
⑴「教育課題の抽出・明確化」「課題解決の⽅

策の設定」「課題探求・解決（教材・⽂献研
究等）」 
主として、到達⽬標 2）の「これまでの学

習を振り返り美術科教育の課題を抽出し説明
すること」および同 3）の「課題解決のため
の⽅策を⾒いだし、多⾓的で論理的な思考に
より論考としてまとめること」を実現するた
めに、教育実習における受講⽣各⾃の反省を
もとに、教育論⽂に係る教育課題を設定する
とともに、課題解決の⽅策を設定、具体的な
課題探求・解決（教材・⽂献研究等）のため
の取組を進めた。 

つまりこれは、課題設定・解決⽅策の設定
および具体的な課題探求・解決への取組にあ
たり、それら各々に係る局所的で地域的な特
性への理解を深めることも企図して⾏ったも
のである。先の授業評価にもあったように、
受講⽣に主体的な学習を促す上で⾮常に有効
な⼿⽴てであったといえる。 
⑵「教材研究」「学習指導案の作成」「模擬授 

業観察」の企画・準備・実践 
主として到達⽬標 1）の「教材研究の意義 

や⽅法」の充実、および同 3）への発展的な 

展開を期待して⾏ったものである。 
この模擬授業につながる教材研究・学習指

導案の作成・模擬授業観察は、受講者各⾃の
必要に応じて実施されるものであるが、受講
⽣はこれらの取組に⾄るまでに⑴の学習過程
を経ている。つまりこれは、何れにおいても
受講⽣各⾃によるそれぞれの経験や考察にも
とづく提案となることが予想されるため、 そ
うした経験および考察の内容をきちんと整理
した上で、⾃分なりのアイディア等として盛
り込むことで、学習指導要領のあり⽅に関す
る、より実践的で具体的な理解の深⻑を期待
することができるのではないかと考えたので
ある。このことに関しても、先の授業評価に
もあったように、 受講⽣に主体的な学習を促
す上で⾮常に有効な⼿⽴てであったと考えら
れる。 
⑶「教育論⽂」「ポスター」の作成・発表 

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程 中 等 教 育 コ ー ス 美 
術専攻の 4 回⽣および同課程初等教育コース 
⼩学校サブコースの 4 回⽣の卒業研究展と同  
時開催した同課程 2・3 回⽣展において、教育
論⽂としてまとめた論考をポスター形式に再
編集して展⽰・発表を⾏った。 

学修成果をポスターにして展⽰することで
各⾃の取組が広く近隣地域の観覧者に知られ、
さらに意⾒や感想等をいただくなどすること
により、今後の研究の深化につながるものと
考えられる。 
⑷総括  

受講⽣⾃⾝が「教育課題の抽出・明確化」
「課題解決の⽅策の設定」「課題探求・解決（教
材・⽂献研究・模擬授業・同観察等）」「教育
論⽂・ポスターの作成・発表」といった取組
を段階的に踏んでいくことにより、⾃⾝の研
究（問い）の意義や意味について再確認する
とともに、学習内容に係る実践的で具体的な
理解を促すことができたのではないかと考え
る。 
次年度以降は、さらに精緻化した取組を組

織していくことができるよう⼼がけるととも
に、受講⽣⾃⾝がより主体的に学習に取り組
むことができるような⽅策を継続する⼀⽅で
新たな⼯夫も加えていくことが不可⽋である
と考える。 


